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議会を
傍聴しませんか

第１回　臨時会

2023（令和5 年）．5市議会だより

令和 5年１月 20日に行われました。

 
●
大
竹
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

    
法
律
施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

 

●
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　
　
小
方
〜
阿
多
田
間
の
航
路
旅
客
船

の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て
、
貸
付
期
間

を
５
年
と
し
た
理
由
と
、
今
後
の
運
賃

に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

　
　
公
有
財
産
管
理
規
則
で
は
、
建
物

そ
の
他
の
財
産
貸
付
け
は
、
５
年
以
内

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
５
年
ご
と
に
更

■
大
竹
市
議
会
の
個
人
情
報
の

　
　
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
」に
よ
る
改
正
後
の
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

規
定
が
、
地
方
公
共
団
体
の
執
行

機
関
に
は
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
議
会
は
同
法
の

適
用
対
象
外
と
さ
れ
、
国
会
や
裁

判
所
と
同
様
に
、
議
会
に
お
け
る

個
人
情
報
の
取
扱
い
は
、
法
形
式

や
規
律
の
内
容
も
含
め
、
そ
の
自

立
的
な
対
応
に
委
ね
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
議
会
が
保

有
す
る
個
人
情
報
を
保
護
し
、
適

正
な
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

た
め
、「
議
会
に
お
け
る
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」を
制

定
し
ま
し
た
。

新
議
決
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
新
船
の
建
造
に
は
、
建
造
費
に
加
え

て
借
入
金
の
利
子
な
ど
が
生
じ
る
。
こ

の
度
は
、
公
設
民
営
方
式
で
建
造
の
た

め
欠
損
削
減
効
果
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

り
新
船
導
入
後
の
運
賃
上
昇
を
当
面
見

送
る
こ
と
が
可
能
で
、
島
民
全
体
の
支

援
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

A Q

本会議へ

本会議へ

　
市
議
会
で
は
、
予
算
や
条
例
を

は
じ
め
行
政
に
対
す
る
一
般
質
問

な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
、
議
会
が
ど
の
よ
う

に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
傍
聴
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

本
会
議

　
〃 （
予
備
日
）

常
任
委
員
会 

　
〃 

特
別
委
員
会

本
会
議 

６
月
８
日
㈭

６
月
９
日
㈮

６
月
12
日
㈪

６
月
13
日
㈫

６
月
15
日
㈭

６
月
21
日
㈬

６
月
議
会
日
程 （
予
定
）

総
務
文
教
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

生
活
環
境
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

●
そ
の
他
の
議
案
１
件 新フェリー「悠風」

はるかぜ



予算特別委員会

32023（令和5年）．5 市議会だより

予算特別委員会

一般会計159億円

特別会計及び企業会計

予算特別委員会において３月 13日～ 15日の３日間慎重に審査した結果、可決すべき
ものと決しました。その後本会議において全会計とも原案の通り可決しました。

令和５年度予算は一般会計約 159億円、特別会計約 69億円、
令和４年度より一般会計約 3.7%、特別会計約 1.4%増額となっています。

国民健康保険
介護保険
後期高齢者医療

委 員 長　細川　雅子
副委員長　中川　智之

委　　員

令和５年度

市税
51.8

民生費
46.0

公債費
17.7.

衛生費
10.4

土木費
29.9

消防費
6.0

地方交付税
20.0

市債
13.1

繰入金
19.9

使用料
及び手数料

3.0

労働費
1.2

農林水
産業費
4.5

商工費
2.5

分担金及び
負担金
1.3

財産収入
0.3

譲与税
・交付金
9.2

議会費1.8その他0.3

総務費
21.3

教育費
17.4

国・県支出金
32.5 諸収入

7.9

歳入 歳出

日域　　究、児玉　朋也
網谷　芳孝、西村　一啓
北地　範久、原田　孝徳

港湾施設
水道事業
工業用水道事業

公共下水道事業
漁業集落排水
農業集落排水土地造成

単位・億円 単位・億円



4 2023（令和5年）．5市議会だより

予算特別委員会における質疑および答弁の一部

総務費
地域公共交通整備事業

Q
A

民生費
成年後見制度支援事業

商工費
産業振興奨励金

土木費
大規模盛土造成地安全対策事業

　公共交通負担金が増額している理由、
また地域公共交通活性化協議会負担金
550 万円を新規に計上した理由を伺う。

　成年後見等報酬助成金について、前
年度と比較し、487 万 8,000 円の増額
となった理由を伺う。

　　導入から12年目になるこいこいバスの、車両修
繕費などの増加。
また令和４年度の当初予算ではコロナ禍で減少した
収入の多少の回復を見込んでいた。しかし令和２年
度から４年度までほぼ横ばいの推移になっているた
め、令和４年度の当初予算と比較して収入見込みを
下方修正したためである。

　　増額となった理由は、助成者の増加によるもの
で、現在、助成を受けている２名に加え、令和５年
度から助成を受ける方が２名。新規で在宅、施設入
所の方の２名、合計６名分の助成を見込み、増額と
なった。

Q A

　産業振興奨励金1,152万円とあるが、
奨励金の交付対象件数等について伺う。

　　令和３年中に新たに設備投資等を行い、固定資
産税の償却資産等の課税標準額が増加した３事業者
から、令和４年度に指定申請があり、その事業者を
交付対象事業者に指定したため、令和５年度に交付
する予定額である。

Q A

　大規模盛土造成地安全対策事業につ
いて調査対象などを伺う。

　　第２次スクリーニング優先度計画を作成し、令
和５年度に御園１丁目と三ツ石町の大規模盛土造成
地について、第２次スクリーニングを行うこととし
ている。

Q A
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第 2回　定例会

市議会だより

 
●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の   

 　
　
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
　
　
　
条
例
の 

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会

の
委
嘱
の
状
況
と
活
動
内
容
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会

の
構
成
員
は
、
広
島
県
が
推
薦
す
る
医

師
と
保
健
所
長
及
び
大
竹
市
医
師
会
か

ら
推
薦
を
受
け
た
医
師
で
、
現
在
、
３

名
の
方
に
委
嘱
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
に
関
し
て
申
請
が
２
件
出
て
お

り
、そ
の
申
請
を
審
査
し
て
、現
在
は
、

県
を
通
し
て
国
に
申
請
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
今
後
、
予
防
接
種
健
康
被
害

調
査
委
員
会
で
国
が
適
用
の
認
定
を
し

た
場
合
は
、
申
請
者
の
状
況
に
応
じ
て

今
ま
で
の
医
療
費
な
ど
の
手
当
に
つ
い

て
国
か
ら
通
知
が
あ
る
の
で
、
大
竹
市

が
手
当
を
し
て
い
く
流
れ
に
な
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

以
外
の
予
防
接
種
で
後
遺
障
害
は
あ
る

の
か
問
う
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

以
外
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
健
康
被
害

の
報
告
は
な
い
。

 

●
大
竹
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
　
給
与 

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
　
　
　
条
例
の
一
部 

改
正
に
つ
い
て

　
　
期
末
手
当
支
給
割
合
が
1
・
2
月

か
ら
1
・
2
2
5
月
、
年
間
2
・
4
月

か
ら
2
・
4
5 

月
に
引
き
上
が
る
が
、

こ
の
引
き
上
げ
は
来
年
度
か
ら
に
な
る

の
か
問
う
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
は
１

年
度
単
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
給
与
の

改
定
が
あ
っ
た
場
合
、
翌
年
度
に
お
い

て
反
映
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回

の
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
か
ら
と
な
る
。

 

●
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

　
　
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
公
共
的
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す

る
事
情
の
「
消
防
・
災
害
対
策
」
の
中

で
、
第
８
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

を
更
新
整
備
す
る
と
あ
る
が
、
こ
の
整

備
に
よ
っ
て
、
他
の
分
団
の
車
両
更
新

の
整
備
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
川
手
地
区
の
車
両
の
整
備
を
令
和

６
年
度
に
予
定
し
て
い
た
が
、
令
和
５

年
度
に
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

●
令
和
４
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

       

補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ
い
て

　
　
債
務
負
担
行
為
の
補
正
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
円
滑
化
に
要
す
る

経
費
が
あ
る
が
、
現
在
の
交
付
率
に
つ

い
て
問
う
。

　
　

 

１
月
31
日
時
点
の
交
付
率
は
、

全
国
が
60
・
１ 

％
で
、
大
竹
市
が

66
・
２
％
で
あ
る
。
ま
た
、
大
竹
市
の

申
請
率
に
つ
い
て
は
、
１
月
31
日
時
点

で
77
・
6
％
で
あ
る
。

　
　
債
務
負
担
行
為
の
補
正
で
、
地
域

公
共
交
通
整
備
に
要
す
る
経
費
が

2
1
4
万
円
増
額
し
て
い
る
理
由
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
こ
い
こ
い
バ
ス
等
の
老
朽
化
に
よ

る
修
繕
費
の
増
額
な
ど
が
理
由
で
あ

る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
原
案
の
と
お
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

A

A

A

A

A

Q

QA Q

Q

Q

Q

本会議へ

総
務
文
教
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

大
竹
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

2023（令和5 年）．5

こいこいバス

消防団車両

●
そ
の
他
の
議
案
３
件

令和 5 年 2 月 27 日 ~3 月 24 日の 26 日間に行われました。
詳細については、令和５年６月ごろに本会議録が製本されますので、
市ホームページ、市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。
市ホームページから録画中継もご覧いただけます。
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●
大
竹
市
こ
ど
も
医
療
費

　
　
　
　
助
成
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
大
竹
市
乳
幼
児
等
医
療
助
成
制
度

か
ら※

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
拡

充
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
の
財
源
の
考

え
方
を
問
う
。

　
　
財
源
の「
に
こ
に
こ
こ
ど
も
基
金
」

は
、
年
齢
要
件
を
拡
充
し
た
こ
と
に
よ

り
、
運
用
期
間
が
令
和
10
年
度
頃
ま
で

と
な
る
。
そ
の
後
は
空
母
艦
載
機
交
付

金
で
基
金
を
積
み
増
し
す
る
こ
と
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
５
年

10
月
か
ら
15
歳
か
ら
18
歳
へ

拡
充
さ
れ
ま
す
。

 

●
大
竹
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

                     

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
出
産
育
児
一
時
金
を
総
額
50
万
円

に
増
額
す
る
が
、出
産
に
か
か
る
平
均

的
経
費
は
い
く
ら
か
問
う
。ま
た
、休

日
や
夜
間
出
産
は
料
金
が
追
加
さ
れ
る

が
、
加
算
処
置
は
な
い
の
か
問
う
。

　
　
令
和
５
年
１
月
の
社
会
保
障
審
議

会
医
療
保
険
部
会
で
使
用
さ
れ
た
資
料

で
は
、
48
万
円
が
令
和
４
年
度
の
平
均

出
産
費
用
の
推
計
額
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
夜
間
や
時
間
外
で
加
算
さ
れ

た
費
用
は
医
療
機
関
の
自
由
診
療
の
部

分
で
、
各
医
療
機
関
で
異
な
る
た
め
追

加
の
支
給
は
考
え
て
い
な
い
。

 

●
大
竹
市
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
サ
ロ
ン
の

          

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
玖
波
の
指

定
管
理
者
が
変
わ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
事
業
内
容
に
変
更
が
あ
る
か
問

う
。

　
　

 

議
会
の
議
決
を
前
提
と
し
て
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
重
ね

て
い
る
。
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
基
本

的
に
は
従
来
の
や
り
方
を
踏
襲
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
勤
務
さ
れ
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
の
方
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き

続
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
玖
波
で
の

就
業
を
希
望
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
の

方
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
な
環
境
で
施
設

が
利
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

 

●
大
竹
市
家
庭
的
保
育
事
業
の
設
備

 　
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

 　
　
　
　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
に
つ

い
て
確
認
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

ま
た
、
罰
則
規
定
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
大
竹
市
児
童
福
祉
施
設
指
導
監
査

実
施
要
綱
や
大
竹
市
認
可
外
保
育
施
設

指
導
監
督
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
報
告

や
立
入
調
査
で
確
認
す
る
。
な
お
、
改

善
に
問
題
が
あ
れ
ば
指
導
等
も
で
き
る
。

　
罰
則
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
、
市
が
定
期
的
に
行
う
施
設
の

指
導
監
査
に
よ
り
、
基
準
に
達
し
て
い

な
い
場
合
は
、
文
書
に
よ
る
指
摘
を
行

い
、
改
善
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
。

改
善
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
改

善
勧
告
・
改
善
命
令
と
な
る
。

　
ま
た
、
児
童
福
祉
法
に
著
し
く
有
害

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
事
業
の

制
限
ま
た
は
停
止
命
令
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
重
大
な
基
準
違
反
は
、
事
業

の
認
可
取
り
消
し
の
対
応
を
と
る
こ
と

に
な
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
原
案
の
と
お
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

A

AA

A

QQ

Q

Q

本会議へ

生
活
環
境
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

●
そ
の
他
の
議
案
９
件

おおたけ市議会だよりアンケートについて

2023（令和5 年）．5市議会だより

※

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

コミュニティサロン玖波

令和５年２月号からアンケートを募集しております。
回答頂いた皆様、ご協力ありがとうございました。
これからの誌面編集の参考にさせていただきます。

議会だより
アンケート QR コード
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陳　情陳　情
【陳情名】
事業系ごみ処理に係る
陳情

【提出者名】
大竹商工会議所
会頭　谷岡　茂

【陳情名】
フェリー無料乗船券と
居住地域周辺市道舗装
についての陳情

【提出者名】
阿多田区自治会
会長　柳川 美喜男

【付託委員会】
　生活環境委員会

【委員会の結果】
　継続審査

【本会議の結果】
　継続審査

【付託委員会】
　生活環境委員会

【委員会の結果】
　継続審査

【本会議の結果】
　継続審査

２月１日
２日
４日
７日
９日

14 日
21 日

27 日

全国高速自動車道都市議会協議会（東京都）
全国市議会議長会基地協議会（東京都）
議会報告会（栗谷小学校、アゼリアおおたけ、安条集会所）

議会報告会（阿多田漁協、おがたピア、松ケ原集会所）

議会報告会（サントピア大竹、玖波公民館、総合市民会館）

議会改革特別委員会
議員全協議会
議会運営委員会
広報広聴特別委員会
本会議 
総務文教委員会

３月１日

　　2 日

７日
９日

13 日
14 日
15 日
24 日
28 日
30 日

生活環境委員会
生活環境委員協議会
基地周辺対策特別委員会
議会改革特別委員会
広報広聴特別委員会
本会議
本会議
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
本会議
岩国海上自衛隊視察（岩国市）
広報広聴特別委員会

2023（令和5 年）．5 市議会だより

【要旨】
　我が国の経済は、世界経済の成長の鈍化に伴い先行きが見通せない状
況となっており、燃料や原料等の高騰など数々の問題により疲弊し、地
方経済はいまだ回復途上にあります。新型コロナの終息も見え始めては
おりますが、完全に回復しているとは言い難い状況です。
　このような中、市では事業ごみの減量化、市の負担軽減に向け、処理
料金の値上げを令和６年度より現状の 50％アップに改定されようとして
います。本市においても、一部の企業を除き、小規模、零細事業所では、
いまだ厳しい経営状況が続いているのが現実です。

陳情項目
1. 事業系ごみ処理に係る料金値上げについて、小規模、零細事業者の経
営負担軽減を図るものとして、一度に 50％アップという急激な値上げで
はなく、市内の経済状況を加味し、実情に沿った段階的な運用をお願い
いたします。

【要旨】
　阿多田区民は、早朝より夜遅くまで米軍機の騒音に日々悩まされてお
り、日常生活に影響が出ております。少しでも島民の不満を軽減する為
にも阿多田区民の多人数の要望がある２件について陳情申し上げます。

陳情項目
１．フェリー無料乗船券について
　現在、70 歳以上で 48 枚の無料券が配布されていますが、買い物や阿
多田診療所で受診出来ない専門治療（歯科医等）に掛かれば月２回の無
料券では不足します。出来れば 72 枚／月３回に増券をお願い致します。
　70 歳以下の区民も同様であり、高齢家族の付添で出かける人もいます。
小・中学校の父母も参観日や学校行事の出席等々ありますし、島民全員
を配布対象に考えて頂きたく、よろしくお願い申し上げます。
２．島民居住地（農道を除く）周辺市道の舗装について
　現在の舗装は数十年前のものと思われ、全体的にかなり傷んでいます。
道路は、かなりの凸凹が有り、酷い箇所については部分的に対処して頂
いていますが全体的には解消できていません。
　高齢者は少しの凸凹でもつまずき、転倒し、大怪我の可能性もあります。
側溝に鉄板を敷いており、ゆがんだり、隙間もあり危険な場所もあります。
怪我人が出ない内に早急に対処願います。

議会日誌 令和５年 2 月
　 ～令和５年 4 月
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2023（令和5年）．5 市議会だより

2023（令和5年）．5市議会だより

第 2 回定例会 一 般 質 問市の考えを問う

● 空き家対策について
和田　芳弘

● 大竹市奨学金制度の存在理由と充実に向けて
小田上　尚典

● 部活動の地域移行を再度問う
小中　真樹雄

● 介護人材の確保と育児・介護休業法について
● 中山間地域の防災等について

原田　孝徳

● 「みんなでつくるまちづくり」の
　　　　　　　　　　　　現状と課題について

細川　雅子

● 業務の効率化について
寺岡　公章

● 自治体での新しい技術の活用について
末広　天佑

● 少子化対策として奇策を
● 再度、県用水の問題です

日域　究

　
　
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
土
地

の
増
加
や
、
管
理
さ
れ
ず
近
隣
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
問
題
を

解
消
す
る
た
め
、
令
和
６
年
４
月

１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義

務
化
さ
れ
る
と
あ
り
ま
す
。

　
相
続
人
が
家
の
相
続
を
放
棄
し

た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
問
い
ま
す
。

　
　
相
続
登
記
と
は
、
不
動
産
の
所
有

者
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、
登
記
簿
上
の

所
有
者
を
相
続
人
に
名
義
変
更
す
る
手

続
き
で
す
が
、
現
在
、
相
続
登
記
が
さ

れ
て
い
な
い
所
有
者
不
明
の
不
動
産
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
所
有

者
不
明
の
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
他
市

町
に
住
民
票
や
戸
籍
を
請
求
す
る
な

ど
、
所
有
者
の
探
索
作
業
に
多
く
の
時

間
と
労
力
を
要
し
、
苦
慮
し
て
い
ま

す
。

　
相
続
放
棄
し
て
も
、
管
理
責
任
は
放 和田　芳弘

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問
答

棄
で
き
ま
せ
ん
が
、
適
正
な
管
理
が
さ

れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
倒
壊
や
著
し
く
保
安
上
危
険
な
空

き
家
（
特
定
空
家
）
に
な
り
、
略
式
代

執
行
に
よ
り
市
が
解
体
せ
ざ
る
を
得
な

い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

法務省 HP より



　
　
昨
今
、
人
工
知
能
の
発
展
が

著
し
く
、
様
々
な
場
面
で
の
活
用
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
で
も
導
入
が
推
奨
さ
れ
て

お
り
、
大
竹
市
で
も
人
手
の
か
か
る

議
事
録
の
自
動
化
を
人
工
知
能
で
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
新

し
い
技
術
を
導
入
し
、
業
務
の
改
善

に
臨
む
上
で
の
懸
念
と
し
て
、
新
し

い
も
の
は
現
場
で
は
な
か
な
か
馴
染

ま
ず
、
活
用
さ
れ
ず
に
無
駄
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は

現
場
の
職
員
が
業
務
の
改
善
を
他
人

ご
と
で
は
な
く
、
自
分
ご
と
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
大
竹
市
役
所
で
は
、
職
員
に
対
し

て
業
務
の
改
善
が
自
分
ご
と
だ
と
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
ど
の
よ
う
な
方

法
を
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

末広　天佑

自
治
体
で
の
新
し
い
技
術
の

　
　
　
　
　活
用
に
つ
い
て

問

　
　
令
和
５
年
度
に
他
市
で
実
績
の
あ

る
デ
ジ
シ
ッ
プ
ひ
ろ
し
ま
に
参
画
す
る

こ
と
で
、
県
か
ら
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
本

市
に
派
遣
し
て
も
ら
う
た
め
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
新
た
な
専
門

人
材
を
配
属
で
き
、
情
報
シ
ス
テ
ム
管

理
や
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
推
進
体
制
が
強
化
さ

れ
る
と
と
も
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の

意
識
の
変
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
職
員
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
、
少
し
ず
つ
そ
の
仕
事
の
仕
方
を
改

善
し
て
い
く
、
そ
れ
が
気
づ
き
に
な
っ

て
だ
ん
だ
ん
と
組
織
的
に
大
き
く
改
善

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

答

　
　
効
率
化
が
当
り
前
だ
と
お
叱
り
も

あ
り
そ
う
で
す
。
な
ぜ
効
率
化
が
必
要

な
の
か
。
も
っ
と
優
先
さ
せ
る
べ
き
事

は
な
い
の
か
。世
の
中
が
そ
う
だ
か
ら
、

長
ら
く
そ
う
し
て
き
た
か
ら
と
い
っ
た

表
面
の
話
だ
け
で
な
く
、
職
員
の
皆
さ

ん
の
業
務
へ
の
向
き
合
い
方
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
職
員
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
、Ｐ
Ｃ

一
人
一
台
の
効
果
、
社
会
の
変
化
に
よ

る
適
正
な
職
員
数
の
確
保
、
効
率
化
の

成
果
や
長
短
な
ど
を
踏
ま
え
、
そ
の
本

来
の
目
的
に
向
か
っ
て
い
る
か
確
認
の

意
味
を
込
め
て
う
か
が
い
ま
す
。
な
ぜ

業
務
の
効
率
化
を
進
め
る
の
で
す
か
。

　
ま
た
Ｄ
Ｘ
推
進
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
導

入
と
市
民
自
治
は
、
行
財
政
の
安
定
と

い
う
面
で
共
通
項
が
あ
り
ま
す
。
昨
今

の
市
民
自
治
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
話

し
く
だ
さ
い
。

寺岡　公章

業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て

問

　
　
市
で
は
、
市
民
が
幸
せ
に
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
前
提
と
し

て
、
限
ら
れ
た
人
材
と
財
源
を
有
効
に

活
用
し
て
事
業
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
は
、
時
代
の
変
化
へ
の
対

応
を
迫
ら
れ
行
っ
た
も
の
な
ど
も
あ

り
、
個
々
の
成
果
の
分
析
は
難
し
い
で

す
が
、
財
政
面
だ
け
で
な
く
、
事
務
負

担
の
軽
減
に
よ
っ
て
職
員
が
や
り
が
い

を
持
っ
て
必
要
な
事
業
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
も
持
ち
な
が

ら
、
そ
の
都
度
必
要
性
を
判
断
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
自
治
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
運

営
の
安
定
に
も
関
わ
る
重
要
な
概
念
と

考
え
て
お
り
、
自
ら
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
、

多
く
の
市
民
が
支
え
る
よ
う
な
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

市の考えを問う

職員は、最少の経費で最大の
効果を挙げるよう努めている

AI「DALL*E2」でイラスト出力したコイちゃん

パ
ソ
コ
ン

9

2022（令和４年）．5市議会だより

2023（令和5年）．5 市議会だより
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第 2 回定例会 一 般 質 問

　
　
給
食
費
無
償
化
や
医
療
費
助
成
の

18
歳
ま
で
の
拡
充
な
ど
、
市
の
独
自
制

度
と
し
て
子
育
て
支
援
は
充
実
し
て
き

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昭
和
42
年
か
ら
始
ま
っ
た

本
市
の
奨
学
金
制
度
は
「
貸
与
型
」
で

あ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
大
竹
市
に
在

住
す
れ
ば
、
返
還
免
除
と
な
る
制
度
を

作
っ
た
際
に
成
績
要
件
の
導
入
や
収
入

要
件
も
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
制
度
設

計
当
初
の
目
的
か
ら
変
わ
っ
て
き
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
成
績
・
収
入
要
件
の
緩
和
を
し
、
別

に
新
た
な
定
住
に
よ
る
奨
学
金
免
除
の

制
度
を
作
る
こ
と
で
、
国
の
支
援
制
度

に
合
致
す
る
制
度
に
変
え
ま
せ
ん
か
？

　
国
か
ら
の
特
別
交
付
税
を
得
て
財
政

的
な
負
担
も
軽
減
で
き
、
支
援
の
幅
も

広
が
る
な
ど
可
能
性
が
大
き
く
広
が
る

制
度
へ
の
見
直
し
を
提
案
し
ま
す
。

小田上　尚典

大
竹
市
奨
学
金
制
度
の

存
在
理
由
と
充
実
に
向
け
て

問

　
　
奨
学
金
貸
付
制
度
は
、
平
成
24
年

度
に
「
奨
学
金
返
還
免
除
制
度
」
を
導

入
し
、
平
成
29
年
度
に
奨
学
金
の
貸
付

基
準
を
是
正
、
令
和
５
年
度
貸
付
者
か

ら
は
、
３
年
間
全
体
の
成
績
が
認
定
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
生
徒
で
も
、
３

年
時
に
基
準
の
成
績
を
修
め
た
場
合
、

奨
学
金
の
貸
し
付
け
審
査
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
そ
の
時
世
に
応
じ
て
見
直
し
な
が

ら
、
今
日
ま
で
続
け
て
き
た
制
度
で
す

が
、「
優
良
で
修
学
意
欲
の
あ
る
生
徒
」

が
「
経
済
的
な
理
由
」
に
よ
り
進
学
を

諦
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
い

う
目
的
は
、
制
度
創
設
当
初
か
ら
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　
将
来
の
大
竹
市
の
活
力
に
つ
な
が
る

制
度
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
い

う
視
点
を
持
ち
、
必
要
に
応
じ
て
、
貸

付
要
件
の
見
直
し
や
免
除
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

答

　
　
少
子
化
の
一
因
が
教
育
費
だ

と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
幼
保
は

無
償
で
高
校
も
ほ
ぼ
無
償
で
す
。

問
題
は
家
庭
教
育
費
と
い
う
名
の

塾
の
費
用
な
の
で
す
。
小
中
学
校

で
の
個
々
の
成
績
に
丁
寧
に
対
応

し
、
塾
に
行
か
な
く
て
良
い
環
境

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

　
大
竹
高
校
に
倣
っ
て
小
中
学
校
内
で

塾
の
力
を
借
り
る
こ
と
も
一
法
で
は
。

　
　
学
校
で
は
一
斉
指
導
に
お
い
て
、

理
解
が
十
分
に
で
き
な
い
場
合
、
個
別

指
導
を
行
っ
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
学

習
プ
リ
ン
ト
を
活
用
し
た
個
別
学
習
を

取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
、
学
力
の
定

着
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
個
別
最
適
な
学
び
の
進
め
方

な
ど
、
様
々
な
情
報
を
集
め
る
と
と
も

に
、
新
た
な
取
り
組
み
も
模
索
し
な
が

ら
、
本
市
の
学
校
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
ま
す
。

日域　究

再
度
、
県
用
水
の
問
題
で
す

少
子
化
対
策
と
し
て
奇
策
を

問
答

　
　
大
竹
市
は
平
成
６
年
か
ら
県
の

水
を
毎
年
１
億
円
以
上
費
や
し
て

買
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
竹
市
に

は
水
源
が
あ
り
ま
す
。
一
時
期
不
足

す
る
と
の
懸
念
が
あ
っ
た
と
し
て
も

今
は
自
己
水
源
の
７
割
で
全
市
に
供

給
出
来
ま
す
。

　
市
が
有
す
る
権
利
財
産
を
生
か
さ

ず
に
県
の
水
を
買
い
、
そ
の
負
担
を

水
道
料
金
と
し
て
利
用
者
に
負
わ
せ

る
こ
と
は
背
信
行
為
に
も
思
え
ま
す
。

　
　
施
設
の
維
持
管
理
時
や
非
常
時
に

支
障
が
な
い
よ
う
予
備
水
量
を
備
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
渇
水
時
や
事

故
発
生
時
の
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
、
水

源
の
多
系
統
化
・
複
数
化
を
図
り
、
自

己
水
と
県
用
水
の
相
互
運
用
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
県
用
水
の
受
水
は
必
要
で
あ
り
、
ま

ず
は
県
水
道
企
業
団
と
料
金
の
引
き
下

げ
な
ど
の
協
議
を
行
っ
て
経
費
削
減
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
答

な
ら

広島県の「令和３年度包括
外部監査結果報告書」より
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ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
は
昨

年
末
、
公
立
中
学
校
の
部
活
動
の
地

域
移
行
を
２
０
２
３
年
度
か
ら
３
年

間
と
し
て
い
た
目
標
時
期
を
「
可
能

な
限
り
早
期
の
実
現
を
目
指
す
」
と

改
め
ま
し
た
。
朝
日
新
聞
で
紹
介
さ

れ
た
、
部
活
動
顧
問
が
つ
ら
く
何
度

も
退
職
を
考
え
「
地
域
移
行
は
教
員

を
続
け
る
唯
一
の
希
望
」
と
語
る
20

代
男
性
教
諭
の
例
は
切
実
で
し
た
。

　
名
古
屋
大
学
の
内
田
良
教
授
は
希

望
し
な
い
教
員
が
「
た
だ
働
き
」
に

近
い
状
況
で
、
授
業
準
備
な
ど
の
時

間
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
担
う
ほ
ど
の

理
由
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
地
域
移
行
へ
の

取
り
組
み
は
変
わ
り
ま
す
か
。
工
程

表
は
で
き
て
い
ま
す
か
。
私
は
、
教

員
の
土
日
休
業
の
制
度
化
が
必
須
と

考
え
ま
す
が
、
市
教
委
は
地
域
移
行

以
外
に
方
策
が
あ
る
と
考
え
ま
す
か
。 小中　真樹雄

部
活
動
の
地
域
移
行
を

　
　
　
　
　
　
　再
度
問
う

問

　
　
国
の
方
針
変
更
に
よ
り
取
り
組
み

方
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
段
階
で
は
、
生
徒
、
保
護
者
、

学
校
か
ら
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す

る
意
見
を
聴
き
、
実
態
把
握
し
た
上

で
、
段
階
的
に
取
り
組
み
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
員
の
長
時
間
労
働
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
31
年
に
運
動
部
、
文
化
部
の

活
動
方
針
を
策
定
し
、
休
養
日
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
市
内
３
中
学
校
は
こ
れ

を
遵
守
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
顧
問

を
教
員
２
人
体
制
と
し
た
り
、
外
部
指

導
者
に
依
頼
し
た
り
す
る
な
ど
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
部
活
動
以
外
の
取
り
組
み
と
し

て
、
令
和
元
年
６
月
に
「
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
取
組
方
針
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
職
員
の
意
識

改
革
な
ど
を
図
り
、
長
時
間
労
働
の
縮
減

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答

答

　
　
❶
２
０
２
５
年
の
本
市
の
人

口
予
測
は
、
２
４
９
８
５
人
。
う

ち
後
期
高
齢
者
は
５
６
６
８
人
。

こ
の
現
状
か
ら
、
超
高
齢
化
社
会

と
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

❷
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

介
護
人
材
の
確
保
の
取
り
組
み
と
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て 

❸
介
護
職

員
が
不
足
す
る
中
で
、
育
休
取
得

が
さ
ら
に
難
し
く
な
る
と
い
う
懸

念
に
つ
い
て
、
以
上
三
点
を
問
い

ま
す
。

　
　
❶
ま
ず
は
業
務
負
担
に
見
合
う
賃

金
水
準
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。 

❷
介
護
職
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
や
理

解
促
進
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
成
果
に

時
間
を
要
す
る
点
や
検
証
が
難
し
い
点

が
課
題
で
す
。 

❸
支
え
合
い
、
労
働
環

境
を
改
善
す
る
こ
と
が
人
材
確
保
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

原田　孝徳

介
護
人
材
の
確
保
と

育
児
・
介
護
休
業
法
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
の
防
災
等
に
つ
い
て

問

問　　
❶
本
市
の
「
こ
れ
か
ら
の
防
災
」
に

つ
い
て 

❷
中
山
間
地
域
の
高
齢
者
及
び
障

害
を
お
持
ち
の
方
の
避
難
時
の
問
題
点
や

課
題 

❸
避
難
所
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確

保 

❹
自
主
防
災
組
織
へ
の
女
性
や
看
護
師

の
参
画
に
つ
い
て 

❺
血
栓
予
防
靴
下
（
エ

コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
予
防
）
を
個
別

防
災
グ
ッ
ズ
へ
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
、

以
上
５
点
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

　
　
❶
市
民
自
ら
災
害
へ
の
備
え
を
行
う

「
自
助
」に
加
え
、避
難
の
呼
び
か
け
な
ど「
共

助
」の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

❷
災
害
発
生
に
備
え
、
で
き
る
だ
け
早
く
適

切
な
避
難
行
動
を
開
始
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
課
題
で
す
。❸
避
難
所
の
仕
切
り
な

ど
の
設
備
・
備
蓄
の
充
実
が
課
題
で
す
。

❹
実
数
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
女
性
の

参
画
は
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。 
❺
避
難
行

動
に
必
要
な
物
は
非
常
持
出
用
に
準
備
す
る

よ
う
、
啓
発
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

答

市の考えを問う

プライバシーに配慮された避難所

スポーツ庁が公表するガイドライン
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第 2 回定例会 一 般 質 問

　
　
令
和
３
年
３
月
に
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
を
策
定
し
て
２
年
経

過
し
ま
し
た
。

　
基
本
構
想
で
は
、「
笑
顔
・
元
気

♡
輝
く
大
竹
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
も
と
、「
幸
せ
づ
く
り
未
来
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。

　「
未
来
宣
言
」
は
ま
ち
づ
く
り
の

行
動
理
念
で
、「
魅
力
あ
る
ま
ち
、

笑
顔
が
生
ま
れ
る
ま
ち
、
未
来
に

誇
れ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で
つ
く
り

ま
す
」
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
で
宣
言
に
謳
わ
れ

た
「
み
ん
な
で
」
が
ど
の
よ
う
に

具
現
化
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
か
ら
の
後
半
２
年
間
は
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
現
状
と
課
題
、
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

細川　雅子

「
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

　
　
　
　
　
　現
状
と
課
題
に
つ
い
て

問

　
　
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の
実

現
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
定
め
た
第
１

期
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
で
は
、「
市

民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
の

成
果
指
標
と
し
て
「
自
分
も
で
き
れ
ば
何
か

地
域
の
役
に
立
つ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
み

た
い
と
答
え
た
人
の
割
合
」
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
今
年
度
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
何
か
地
域
の
た
め
に
な
る
活
動
を
し
て

い
る
」
ま
た
は
「
現
在
は
し
て
い
な
い
が
今

後
地
域
の
役
に
立
て
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ

て
み
た
い
」
と
答
え
た
人
は
65
％
近
く
に
の

ぼ
り
、
市
民
の
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
際
に
市
民
に
よ
る
自
主
的
な
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
の
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
な
ど
で
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
と
の
協
働
の
あ
り
方

を
し
っ
か
り
と
考
え
な
が
ら
「
み
ん
な
で
つ

く
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

う
た

第１回市議会（臨時会）　議案の審議結果表（主な議案）

議案第 3号 財産の無償貸付について

議　案　な　ど

ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。　
：̶議長　　○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　棄：棄権

賀
屋
幸
治

末
広
天
佑

藤
川
和
弘

原
田
孝
徳

小
中
真
樹
雄

中
川
智
之

小
田
上
尚
典

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

網
谷
芳
孝

児
玉
朋
也

山
崎
年
一

日
域
　
究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

審
議
結
果

議　案　な　ど

議案第 5号 令和５年度大竹市一般会計予算 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第18号 大竹市こども医療費助成条例の
制定について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第21号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第26号 大竹市国民健康保険条例の
一部改正について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第28号 辺地に係る公共的施設の
総合整備計画の変更について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第29号 大竹市コミュニティサロンの
指定管理者の指定について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案第33号 令和４年度大竹市一般会計
補正予算（第９号） ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

賀
屋
幸
治

末
広
天
佑

藤
川
和
弘

原
田
孝
徳

小
中
真
樹
雄

中
川
智
之

小
田
上
尚
典

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

網
谷
芳
孝

児
玉
朋
也

山
崎
年
一

日
域
　
究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

審
議
結
果

第２回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）
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基地周辺対策特別委員会 令和 5年 3月 2日開催
執行部からの主な報告内容

①航空機騒音状況記録簿（令和 4年 11 月～令和 5年 1月）
　阿多田地区における日常の航空機の騒音状況について、地区住民の御協力をいただき、23 件報
告されました。ジェット機だけでなく、プロペラ機が上空を通過する際に、重低音が響くとい
う記録も残されています。この報告内容は、毎月、防衛省に騒音苦情の実態として情報提供す
るとともに、騒音対策への配慮と、訓練等の情報提供についてお願いしています。

②阿多田島におけるデシベル値測定表（令和 4年 11 月～令和 5年 1月）
　防衛省が設置している騒音測定器での測定結果について報告されました。

③岩国飛行場周辺の航空機騒音状況
　防衛省が測定しているものを中国四国防衛局のホームページに掲載されているものについて報
告されました。

④騒音コンター見直しにかかる騒音度測定調査について
　岩国飛行場の第一種区域等について、騒音の実態に即したものに見直すための騒音度調査です。
　1 月 24 日から 27 日までの間、玖波漁港公園、晴海臨海公園、南栄 1 号公園、海の家あたた
周辺の 4 地点で行われました。令和 5 年度も調査業務が予定されており、令和 5 年度中に、調
査結果を反映した騒音コンター図の作成が行われるとのことです。

令和 5年 1月 16 日、2月 14 日、3月 2日に開催されました。
全ての会議を原則、中継により配信することになりました。
（本会議・臨時会はケーブルテレビによる生中継及び YouTube による録画中継。
常任委員会、特別委員会、議会運営委員会は YouTube による配信を行う。）
引き続き、議会モニター制度などについて研究しています。

議会改革特別委員会（令和 5年 1月～ 3月）

本会議及び委員会の動画配信中
大竹市議会では本会議及び委員会の録画映像を動画で配信しています。
下記のＱＲコードを読み取っていただくと、動画配信サイト（YouTube）へ移行し視聴できます。

Youtube　大竹市議会 で検索
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議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました
　
令
和
５
年
２
月
４
日
、
７
日
、
９
日
の
３
日
間
、

市
内
９
会
場
（
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
・
阿
多
田
島
漁

業
協
同
組
合
・
栗
谷
小
学
校
・
ア
ゼ
リ
ア
お
お
た

け
・
お
が
た
ピ
ア
・
玖
波
公
民
館
・
安
条
集
会
所
・

松
ケ
原
集
会
所
・
総
合
市
民
会
館
）
で
、
令
和
５

年
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
の
べ
111
人
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
議
会
に

関
す
る
様
々
な
ご
意
見
、
ご
感
想
等
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
各
会
場
の
配
布
資
料
・
報
告
書
や
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
大
竹
市
（
市
議
会
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

報告会の内容

○議会報告　・議会からの報告事項
　　　　　　　

▲

上下水道料金の改定について
　　　　　　　

▲

議員定数について

○意見交換　・地域課題について
　　　　　　・その他のご意見

各班の様子（左からA班、B班、C班）

報
告
に
関
す
る

　
　
　主
な
質
疑

　
　
水
道
料
金
改
定
の
修
正
案
で
、

個
人
用
の
負
担
が
増
え
業
務
用
が
安

く
な
っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。

　
　
事
務
所
で
飲
み
水
し
か
使
わ
な

く
て
も
、
家
事
用
と
の
差
が
あ
り
過

ぎ
る
た
め
。
そ
れ
で
も
家
事
用
の
方

が
安
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
議
員
定
数
を
考
え
る
際
に
市
民

の
意
見
は
聞
い
た
の
か
。

　
　
特
別
委
員
会
で
各
委
員
が
市
民

か
ら
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
前
回

の
議
会
報
告
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

参
考
に
し
な
が
ら
協
議
し
て
き
た
。

　
　
イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
の
費
用
補
助

は
あ
る
の
か
。

　
　
農
地
の
防
護
柵
は
１
人
５
万
円

を
上
限
に
半
額
補
助
し
て
い
る
。

　
　
小
方
新
駅
の
調
査
費

1000
万
円
で

は
一
体
何
を
す
る
の
か
。

　
　
新
設
に
向
け
て
の
JR
と
の
具
体

的
な
交
渉
・
協
議
に
は
、
利
用
の
見

込
み
な
ど
幅
広
い
調
査
結
果
が
必
要

に
な
る
た
め
、
コ
ン
サ
ル
を
い
れ
て

行
う
。

　
　
小
方
駅
は
実
現
に
何
年
の
目
処

で
進
め
て
き
た
の
か
。

　
　
大
竹
駅
の
再
整
備
に
つ
い
て
JR

と
の
協
議
が
終
了
し
な
け
れ
ば
小
方

駅
に
手
を
つ
け
る
事
が
で
き
な
か
っ

た
。
年
数
の
具
体
的
な
話
は
ま
だ
な

い
が
、
実
現
に
む
け
て
執
行
部
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　
新
し
い
玖
波
公
民
館
の
方
針
は

も
う
全
て
決
ま
っ
た
こ
と
な
の
か
。

　
　
移
転
、
建
て
替
え
の
方
向
性
は

決
ま
っ
て
い
る
が
、
コ
ミ
サ
ロ
や
屯

所
も
含
め
検
討
し
て
い
く
と
い
う
段

階
で
、
公
民
館
機
能
を
残
し
な
が
ら

整
備
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
く
と

聞
い
て
い
る
。

　
　
立
戸
は
雨
水
が
流
れ
込
ん
で
溢

れ
る
の
で
市
に
対
策
を
し
て
欲
し
い
。

　
　
現
状
、
ポ
ン
プ
を
つ
く
っ
て
排

水
す
る
し
か
な
い
。
市
で
は
汚
水
整

備
の
方
が
優
先
さ
れ
、
雨
水
対
策
は

遅
れ
て
い
る
。

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

阿多田島漁業協同組合阿多田島漁業協同組合 アゼリアおおたけアゼリアおおたけ 安条集会所安条集会所
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ご意見・ご感想（抜粋）
・住民からの意見など、広報紙など使ってアンケートを取って欲しい。
・この地区には議員がいないので、今後ともよろしくお願いします。
・水道料金、議員定数の説明は資料がないとキチンと理解できない。
・パワーポイントなど活用して視覚的に分かりやすい説明を望む。
・ポンプ場建設について、住民の目に見える形で公表して欲しい。
・おがたピアを二次避難所に戻して欲しい。
・玖波公民館の今後について、アンケートをとって欲しい。
・耕作放棄地問題を解決したい。
・報告会の案内にて、テーマをもっと伝わりやすくするべき。
・市民は議会活動と議員活動を混同している。
・決まったことの報告会では意味がない。
・貴重な機会をいただきありがとうございました。

　議会報告会の目的は、大竹市議会基本条例に基づき、大竹市議会としての議会活動
に関する情報を積極的に公開するとともに、市民の皆さまのご意見やお考えを把握し、
今後の議会活動や市政運営に反映させるためのものです。
　市民の皆さまからいただいた貴重な生の声は、議会に対する意見・要望については
議会内で検討し、その他は執行部に報告させていただきます。
　今後も、皆さまのご意見を生かし、より良い報告会、意見を聴く会にしてまいります。

アンケート結果 回収数 103枚（回収率 92.8％）

上下水道料金の改定について

20

議員定数について

意見交換について 時間配分について【議会からの報告】 時間配分について【意見交換】

①わかりやす
　かった…49

①ちょうど
　よかった…69

①ちょうど
　よかった
　…60

①わかりや
　すかった
　…28

①わかりや
　すかった
　…27

②どちらとも
　言えない
　…32

②どちらとも
　言えない…50

②どちらとも
　言えない…48

③わかりにく
　かった…8

②長い…8

②長い…4

④その他…4

③短い
　…14 ③短い

　…27

③わかりにく
　かった…16

④その他…5

④その他…5

未記入…9 未記入…8
④その他…3

未記入…9

未記入…4

③わかりにく
　かった…20

④その他…5 未記入…3
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発
行
・
令
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５
年
５
月
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日
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第40回のインタビューは大竹要約筆記サークル「ふたば」　　代表 中島 佳江さんです。

要
約
筆
記
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

　

要
約
筆
記
は
、
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
方

に
音
声
情
報
を
そ
の
場
で
要
約
し
、
文
字

に
し
て
伝
え
る
方
法
で
す
。

聴
覚
障
害
の
方
は
手
話
を

使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
聞
こ
え
な
い
方
の
中

に
は
手
話
を
使
っ
て
い
る
人
も
お
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
聴
覚
障
害
の
方
の
多
く
は
、

最
初
は
聞
こ
え
て
い
て
途
中
で
病
気
や
事

故
が
原
因
で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
り
、
聞

こ
え
に
く
く
な
っ
た
方
で
す
。
そ
の
方
た

ち
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
文
字
で
情
報
取
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
字
幕
や
筆
談
、
S
N
S
な

ど
も
情
報
を
得
る
た
め
の
大
事
な
方
法
で

す
が
、
話
さ
れ
た
内
容
を
そ
の
場
で
す
ぐ

に
文
字
に
す
る
要
約
筆
記
は
、
文
字
に
よ

る
同
時
通
訳
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
何
で
す
か
。

　

講
演
会
や
会
議
、
行
事
な
ど
で
、
ス
ク

リ
ー
ン
に
文
字
を
出
し
て
い
ま
す
。
黒
い

2023（令和5年）．5市議会だより

第
40回

FAX

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
に
ふ
た
ば
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た

ユ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
も
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
途
失
聴
・
難

聴
者
個
人
の
た
め
に
、
要
約
筆
記
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
月
２
回

例
会
を
開
き
、
中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
方

と
い
っ
し
ょ
に
要
約
筆
記
や
音
声
認
識
ア

プ
リ
の
活
用
な
ど
、
様
々
な
文
字
で
伝
え

る
方
法
を
学
習
し
た
り
、
講
座
や
啓
発
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

身
近
に
聞
こ
え
に
く
い
人
が
い
る
の
で
す

が
、
ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

　

ふ
た
ば
で
は
、
冊
子
を
作
っ
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
に
く
い
人
は
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
使
っ
て
い
ま
す
。

補
聴
器
を
し
て
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ
に
聞

こ
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
話

を
す
る
と
き
は
、
口
元
が
見
え
、
話
題
が

わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
伝
わ
っ
て

い
な
い
な
と
感
じ
た
ら
、
書
い
て
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

　

ふ
た
ば
は
、
正
会
員
13
名
、
賛
助
会
員

４
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
１
、

３
土
曜
の
13
時
か
ら
、
サ
ン
ト
ピ
ア
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
で
例
会
を
し
て
い
ま

す
。
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
て
困
っ
て
い
る

方
、
ど
う
ぞ
例
会
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
要
約
筆
記
に
興
味
を
お
持
ち

に
な
っ
た
方
も
、
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。
仲
間
が
待
っ

て
い
ま
す
。

最
後
に
一
言
。

　

10
月
１
日
（
日
）
に
サ
ン
ト
ピ
ア
で
広
島

県
要
約
筆
記
研
究
大
会
が
あ
り
ま
す
。

　

講
演
会
に
は
一
般
の
方
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
前
回
市
議
選
の
無
投
票
を
受
け
て
議
会
で
は
議

員
定
数
を
審
議
し
て
き
ま
し
た
。
定
数
ど
こ
ろ
か

世
に
は
議
会
不
要
論
を
唱
え
る
本
ま
で
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
応
で
は
民
主
国
家
よ
り
強
権
国
家

の
方
が
対
処
が
上
手
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
で
も
強
権
国
家
が
戦
争
を
仕
掛
け
れ
ば
、
そ
の

暴
走
を
止
め
る
仕
組
み
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は

り
民
主
国
家
が
上
で
し
ょ
う
ね
。
選
挙
で
首
長
を

選
び
、
こ
れ
ま
た
選
挙
で
選
ば
れ
た
議
会
が
そ
れ

を
監
視
す
る
。
し
か
し
大
切
な
こ
と
は
そ
の
根
っ

子
が
共
に
有
権
者
だ
と
言
う
こ
と
。

　
議
員
定
数
審
議
も
出
来
れ
ば
有
権
者
の
声
を
背

に
議
論
し
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
有
権

者
と
し
て
思
い
を
議
員
に
お
届
け
下
さ
い
。
そ
れ

こ
そ
が
議
論
の
方
向
性
を
定
め
る
の
で
す
か
ら
。

日
域
　
究

市
議
会
だ
よ
り
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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委
員
長

副
委
員
長

小
田
上
　
尚
　
典

寺
　
岡
　
公
　
章

藤
　
川
　
和
　
弘

中
　
川
　
智
　
之

山
　
崎
　
年
　
一

日
　
域
　
　
　
究

細
　
川
　
雅
　
子

広報広聴特別委員

聞こえにくい人への接し方

前に回って正面から話しかけましょう

聞き返しても嫌な顔しないでください

大きすぎても小さすぎても
聞き取りにくい


